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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

第
20
回
佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
（
演
芸
大
会
８
〜
11
頁
）

日
頃
の
功
績
に
感
謝
し
表
彰

兵庫校区老連 御厨 　康司

中川副校区老連
池田 　幸隆
内田 　照彦

西川副校区老連 田中 　信
南川副校区老連 徳永 美津子
久保田町老連 弥永 　峯雄

鍋島校区老連
甲斐 　慎啓
松元 　憲二
馬場 　重利

老人クラブ育成功労者表彰

【敬称略】【敬称略】

本庄校区老連 袋シニアクラブ
会長　野村　通泰

兵庫校区老連 兵庫町長生会
会長　御厨　康司

鍋島校区老連 医大北長生会
会長　高尾　一男

諸富町老連

石塚老人クラブ
会長　秀島　光男
西搦老人クラブ
会長　福島　勝
徳富二区老人クラブ
会長　志波　正博
下大津老人クラブ
会長　小野　三芳

神野校区老連 夢咲クラブ
会長　山口　進

優良老人クラブ表彰

令和 7 年度
佐賀市老人クラブ連合会会長表彰

　

令
和
7
年
度
の
佐
賀
市

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
を
10
月

14
日
（
火
）、
佐
賀
市
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
国
ス
ポ
・
全

障
ス
ポ
の
開
催
に
よ
り
佐

賀
市
文
化
会
館
が
使
用
で

き
ず
諸
富
文
化
体
育
館

ハ
ー
ト
フ
ル
に
て
行
っ
た

た
め
、
佐
賀
市
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
で
の
開
催
は
1

年
ぶ
り
で
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
三

密
を
排
除
し
、
会
員
の
動

員
は
千
名
ま
で
と
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
佐
賀
市
長
・
佐

賀
市
議
会
議
員
選
挙
戦
の

真
っ
最
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
多
数
の
来
賓
の
皆

様
に
ご
臨
席
を
賜
る
な

か
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功

労
者
表
彰
や
優
良
老
人
ク

ラ
ブ
表
彰
を
行
い
、
日
頃

の
活
動
を
讃
え
ま
し
た
。

　

11
時
か
ら
は
各
校
区
老

連
が
磨
い
た
芸
の
数
々
を

披
露
す
る
演
芸
大
会
を
行

い
、
最
後
ま
で
大
い
に
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

大会会長大会会長
山田明氏山田明氏

佐賀市長佐賀市長
坂井英隆氏坂井英隆氏

佐賀市議会議長佐賀市議会議長
山口弘展氏山口弘展氏

前佐賀市老連会長
古賀　一彦

《感謝状》



佐 賀 市 老 連 第110号（2）令和8年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

心
を
込
め
た
啓
発
活
動

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

令
和
７
年
９
月
24
日
（
水
）
ゆ

め
マ
ー
ト
佐
賀
（
与
賀
町
）
に

て
、
佐
賀
市
交
通
対
策
協
議
会
の

活
動
の
一
環
と
し
て
交
通
安
全
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し

た
。
佐
賀
市
老
連
校
区
女
性
部
長

26
名
と
事
務
局
他
４
名
の
計
30
名

で
作
成
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
を
配
布

し
、
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
度
の
佐
賀
市
老
連

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

９
月
12
日
（
金
）
佐
賀
市
民
運

動
広
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
26
校
区
老
連
か
ら
参
加
が

あ
り
、
前
半
・
後
半
の
16
ホ
ー

循誘校区老連が優勝
上位入賞チームが県大会へ

グラウンド・ゴルフ大会

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

令
和
令
和
77
年
度
年
度

活

動

紹

介

ル
で
実
施
し
ま
し
た
。
幸
い
に

も
天
気
が
曇
り
気
味
で
、
熱
中

症
の
心
配
が
必
要
な
い
状
態
で

し
た
。

　

佐
賀
市
老
連
大
会
で
の
上
位

８
チ
ー
ム
56
名
が
佐
賀
県
老
連

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
へ

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

優　勝 循誘校区老連　　 183 打
準優勝 兵庫校区老連　    183 打
第 3 位 中川副校区老連　 192 打
第 4 位 諸富町老連　　　 193 打
第 5 位 富士町老連　　　 195 打
第 6 位 嘉瀬校区老連　　 198 打
第 7 位 鍋島校区老連　　 199 打
第 8 位 北川副校区老連　 199 打
第 9 位 勧興校区老連　　 201 打
第10位 西与賀校区老連　 202 打

《 大 会 結 果 》※�

佐
賀
県
老
連
大
会
へ
の
出
場
チ
ー

ム
が
8
位
ま
で
の
入
賞
チ
ー
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
4
位
の
諸
富

チ
ー
ム
が
佐
賀
県
老
連
大
会
へ
は

出
場
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
9
位

の
勧
興
校
区
老
連
が
繰
上
げ
参
加

と
な
り
ま
し
た
。



佐 賀 市 老 連（3）第110号 令和8年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

新
栄
校
区
が
総
合
優
勝

ペ
タ
ン
ク
大
会

　

令
和
７
年
10
月
１
日
（
水
）
佐

賀
市
民
運
動
広
場
で
ペ
タ
ン
ク

大
会
を
開
催
し
、
26
校
区
老
連

中
21
校
区
41
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

各
校
区
老
連
よ
り
２
チ
ー
ム

以
内
が
参
加
し
て
、
Ａ
・
Ｂ
パ
ー

ト
で
予
選
を
行
い
、
各
パ
ー
ト
の

優
勝
を
め
ざ
し
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
今
大
会
の
総
合

優
勝
は
新
栄
校
区
老
連
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
か
ら
の
委
託
事
業

と
し
て
、
令
和
７
年
11

月
５
日
（
水
）
に
佐
賀

市
民
運
動
広
場
に
て
交

通
安
全
教
育
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

26
校
区
老
連
中
25

校
区
老
連
が
参
加
し

て
第
１
ホ
ー
ル
「
横

断
歩
道
」、
第
２
ホ
ー

ル
「
路
側
帯
通
行
違

反
」、第
３
ホ
ー
ル
「
横

断
禁
止
侵
入
違

反
」
の
標
識
を

設
置
し
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り

な
が
ら
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ

を
楽
し
み
ま
し

た
。

競技で学ぶ交通ルール
交通安全教育グラウンド・ゴルフ大会

優　勝 諸富町老連　　 186 打
準優勝 鍋島校区老連　 191 打
第 3 位 兵庫校区老連　 197 打
第 4 位 中川副校区老連　 198 打
第 5 位 金立校区老連　 199 打
第 6 位 西川副校区老連　 200 打
第 7 位 新栄校区老連　  204 打
第 8 位 大和町老連　　  206 打
第 9 位 勧興校区老連　  211 打
第 9 位 久保泉校区老連   211 打

《 大 会 結 果 》

【総合優勝】新栄校区老連

【Bパート】
優　勝　久保田町老連
準優勝　勧興校区老連
第 3位　西与賀校区老連
第 3位　西川副校区老連
第 4位　久保泉校区老連
第 4位　金立校区老連

【Ａパート】
優　勝　新栄校区老連
準優勝　富士町老連
第 3位　循誘校区老連
第 3位　諸富町老連
第 4位　南川副校区老連
第 4位　西川副校区老連

大 結会 果



佐 賀 市 老 連 第110号（4）令和8年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

令
和
７
年
11
月
26
日
（
水
）
佐

賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
今
年

度
２
回
目
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

　

令
和
7
年
12
月
22
日
（
月
）
今

年
度
も
施
設
訪
問
の
時
期
と
な

り
、
昨
年
度
と
同
じ
く
佐
賀
向
陽

園
へ
施
設
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

佐
賀
市
老
連
の
女
性
理
事
７

名
と
事
務
局
長
の
計
８
名
で
伺

い
、
校
区
女
性
部
長
の
皆
さ
ん

が
心
を
込
め
て

縫
い
上
げ
た
雑

巾
と
洗
剤
・
タ

オ
ル
を
贈
呈
。

施
設
の
皆
さ
ん

か
ら
は
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。

地域に広げる新競技の魅力
ニュースポーツ体験講習会

手
作
り
雑
巾
を
贈
呈

施
設
訪
問

験
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
校
区
老
連
よ
り
４
名
の
参
加

者
を
募
り
、
①
室
内
モ
ル
ッ
ク
②

い
ご
て
だ
ま
③
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

④
卓
球
バ
レ
ー
の
４
種
目
を
体
験

し
ま
し
た
。
今
回
の
種
目
は
前
回

体
験
し
た
も
の
と
同
じ
だ
っ
た
た

め
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
お
さ

ら
い
の
意
味
も
含
め
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

佐
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
と

佐
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
に
よ
り

高
齢
者
も
気
軽
に
楽
し
く
体
験

で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
今

後
も
地
域
に
普
及
し
、
広
げ
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　令和７年 10 月 17 日（金）佐賀
市民運動広場にて佐賀県老連主催の
グラウンド・ゴルフ大会が開催され
ました。県内の老連より 364 名の
選手が参加し、日頃の練習の成果を
競いました。

◎赤パート
準優勝　田中　　直� （中川副）33打
第 8位　山下　宜二�（中川副）37打

◎青パート
第6位　津留　正昭�（兵　庫）37打

◎緑パート
優　 勝　中村　 嘉治�（勧　興）30打
第 5位　植田　 恵子�（循　誘）37打
�◎黄パート
第3位　杉町　 義典�（北川副）37打

県内 364 名が腕競う
グラウンド・ゴルフ大会県老連

活動

《佐賀市老連 上位入賞者》敬称略



佐 賀 市 老 連（5）第110号 令和8年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

令
和
７
年
11
月
13
日
（
木
）
佐

賀
県
在
宅
生
活
支
援
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
て
、
高
齢
者
訪
問

支
援
活
動
推
進
員
養
成
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

友
愛
活
動
を
実
施
し
て
い
る

方
を
対
象
に
佐
賀
市
老
連
か
ら

34
名
が
参
加
し
、
訪
問
支
援
活
動

推
進
員
の
心
得
を
学
び
ま
し
た
。

訪
問
支
援
の
理
解
深
め
る

高
齢
者
訪
問
支
援

活
動
推
進
員
養
成
講
座

県老連
活動

佐
賀
市
老
連　

常
務
理
事
兼
事
務
局
長　

中
野　

公
利

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

「
仲
間
の
輪
」広
げ
る
ヒ
ン
ト
共
有

　

令
和
7
年
度
の
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
が
沖
縄
県
那
覇
市
で
11
月
27
、

28
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
、
佐
賀
県
老
連
か
ら
は
9

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
会

員
増
強
（
仲
間
づ
く
り
）
に
つ

い
て
」
と
し
て
、
北
九
州
市
・

福
岡
市
・
長
崎
県
・
熊
本
県
よ

り
事
例
発
表
が
あ
り
、
基
調
講

演
と
し
て
「
琉
球
・
沖
縄
の
文

学
と
芸
能
」
の
演
題
で
、
名
桜

大
学
の
波
照
間
永
吉
教
授
が
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
こ
の
老
連
も
会
員
の
減
少

に
頭
を
痛
め
て
お
り
、
ど
う
す

れ
ば
会
員
が
増
加
で
き
る
の
か

苦
心
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
賀
市

老
連
で
も
会
員
増
加
の
一
つ
の

方
法
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
名

称
変
更
に
つ
い
て
検
討
を
し
て

い
ま
す
が
、
は
た
し
て
名
称
だ

け
変
え
て
も
会
員
が
増
え
る
と

は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
。
い
か

に
し
て
会
員
数
を
増
や
す
か
と

い
え
ば
、
楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ

を
目
指
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
し
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ

う
な
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
を

行
っ
て
い
け
ば

必
然
的
に
会
員

数
は
増
え
て
い

く
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。



佐 賀 市 老 連 第110号（6）令和8年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

令
和
７
年
12
月
９
日（
火
）、

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀
で
佐
賀

市
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
校
区
老
連
よ
り
５
名

が
参
加
（
1
2
0
名
）
し
、

午
前
中
は
、
い
ご
て
だ
ま
大

会
を
行
い
交
流
を
図
り
ま
し

た
。
26
校
区
老
連
中
、
24
校

区
老
連
（
富
士
・
東
与
賀
が

不
参
加
）
が
参
加
し
、
予
選

で
は
６
パ
ー
ト
に
分
か
れ
リ

ン
ク
戦
を
実
施
。
各
パ
ー
ト

の
１
位
通
過
チ
ー
ム
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
勝
敗
を

決
め
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
行
政
書
士

に
よ
る
相
続
問
題
に
つ
い
て

の
話
と
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
を
行
う
佐
賀
市

介
護
予
防
・
生
活
支
援
推
進

協
議
会
（
第
１
層
協
議
体
）

よ
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

か
ら
現
状
の
課
題
・
問
題
点

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

《校区老連における女性部の活動報告》　一部抜粋

いごてだまで親睦深める
交流と学びの研修

佐賀市老連女性リーダー研修会

い
ご
て
だ
ま
大
会
結
果

優
　
勝
　
三
瀬
村
老
連

準
優
勝
　
循
誘
校
区
老
連

第
3
位
　
本
庄
校
区
老
連

第
3
位
　
勧
興
校
区
老
連

第
4
位
　
西
川
副
校
区
老
連

第
4
位
　
巨
勢
校
区
老
連

勧　興

★商業地域が中心で、公民館は数か所。各団体と協力して地域活動を推進
★毎月の「勧興まちの駅」でカレー作りに協力するなど、地域交流に貢献
★高齢者の見守りやボランティア活動を民生委員・社協と連携して実施
★小学校児童の登下校見守りや老人スポーツ大会の運営に参加
★ 11 月の勧興まつりでは、地域住民や生徒と共に老人会も舞台に出演

本　庄

★ �7 つのクラブで活動。童謡の会（月 2 回）や子どもたちとの合唱交流、グラウンド・ゴ
ルフ大会（2 回）、ペタンク大会（1 回）を実施

★手作り雑巾を地域の学校や保育園に贈呈
★女性だけの活動として、今年１月に講演会を企画。他にももろもろ検討中
★会員減少が課題だが、活動を通じて会員の交流や増員に努めている

神　野

★�神野福寿会では誕生祝い、会報配布、グラウンド・ゴルフ大会、清掃活動、親睦旅行を年
間行事として実施

★交通安全マスコット配布の改善方法を検討
★課題は会員の新規加入が少なく、会合施設が遠方にある点



佐 賀 市 老 連（7）第110号 令和8年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

久保泉

★女性部が一人暮らし高齢者の安否確認や例会での介助・話し相手を担当
★交通安全マスコット作り、グラウンド・ゴルフ大会参加などで会員の楽しみを提供
★例会では味噌汁や地元食材を使った副菜などを提供、年末に女性部のみの食事会も実施
★地域清掃活動（天満宮）や市老連大会で演芸発表を任され、皆で協力して楽しく終了

巨　勢

★婦人部が女性部に協力してもらい老人クラブ大会の演芸大会に出場
★クラブ行事のカラオケ発表会、料理研修、親睦旅行に参加
★参加促進のためポイント制度（ピン・シャン・カード）を発行
★活動を通じて健康維持や地域交流を促進

新　栄

★女性部趣味の会は仲間づくり、生きがいづくり、孤独・孤立防止を目的に活動
★�趣味作品作り、老人クラブ大会出し物、校区スポーツ大会で子どもとの昔遊びを担当、公

民館文化祭でダンス披露
★�入会促進や会員交流に効果的で、老人クラブと婦人会のコラボも検討中 ( 婦人会卒業した

ら老人クラブへのお誘い )
★会費やバザー収益を活動維持に活用し、楽しく活動

西川副

★月 1 回の神社清掃、公民館での食事会で親睦を深める
★初盆には手作りの蓮の花を供える
★市老連の演芸大会への参加
★今後は地域の子どもたちとの交流（百人一首大会など）、ガードレール清掃などを検討
★女性部役員が公民館清掃を行い、地域から感謝される

中川副

★ �12 クラブ・会員 350 名（女性 212 名）の中で、女性部が毎年 9 月に行う物故者追悼会
の準備や当日の運営を頑張っている

★市老連演芸大会の出し物も女性部が主力として活動
★老人クラブ活動で、事前の練習や当日の運営を担当するなど活動を支援



佐 賀 市 老 連 第110号（8）令和8年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　合併して 20回目を迎える老人クラブ大会を 10月 14 日（火）に開催しました。厳かな　合併して 20回目を迎える老人クラブ大会を 10月 14 日（火）に開催しました。厳かな
式典の後、華やかな演芸発表が行われ、コーラスやダンス、健康体操、日本舞踊など多彩な式典の後、華やかな演芸発表が行われ、コーラスやダンス、健康体操、日本舞踊など多彩な
演目が次々と披露されました。総勢 28組の皆さんのいきいきとした笑顔と息の合った演技演目が次々と披露されました。総勢 28組の皆さんのいきいきとした笑顔と息の合った演技
に、会場は温かな拍手と感動に包まれました。に、会場は温かな拍手と感動に包まれました。

第20回
佐賀市老人クラブ大会佐賀市老人クラブ大会

演 芸 大 会演 芸 大 会 心心弾む、弾む、華華やかなやかな演演技技

学生時代学生時代鍋 島

長崎の鐘 他長崎の鐘 他蓮 池

朝はどこから 他朝はどこから 他嘉 瀬

青い山脈青い山脈ほほえみカラオケ愛好会

浜辺の歌浜辺の歌本 庄

青い山脈 他青い山脈 他若 楠



佐 賀 市 老 連（9）第110号 令和8年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

人 道人 道諸富町

水戸黄門再演 なみだ恋の巻水戸黄門再演 なみだ恋の巻循 誘

時 代時 代赤 松

髙木瀬音頭髙木瀬音頭髙木瀬

三重津海軍所讃歌三重津海軍所讃歌中川副

花笠音頭＋銭太鼓花笠音頭＋銭太鼓金 立

見上げてごらん夜の星を見上げてごらん夜の星を西川副

水マジック・サジマジック水マジック・サジマジック富士町



佐 賀 市 老 連 第110号（10）令和8年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

大阪ラプソディ大阪ラプソディ新 栄

まつり（北島三郎）まつり（北島三郎）南川副

悠久・川古の大楠悠久・川古の大楠東与賀

北島三郎の与作北島三郎の与作西与賀

若いってすばらしい若いってすばらしい勧 興

真赤な太陽真赤な太陽三瀬村

これから音頭これから音頭久保田町



佐 賀 市 老 連（11）第110号 令和8年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

花笠音頭花笠音頭神 野

元気・長生き・健康体操元気・長生き・健康体操兵 庫

きよしのずんどこ節きよしのずんどこ節大和町

これから音頭これから音頭久保泉

日本花咲か音頭日本花咲か音頭巨 勢

輪になって踊ろう輪になって踊ろう北川副

武田節武田節佐賀市老連女性部

最後はみんなで最後はみんなで
万歳三唱！万歳三唱！

いきいきクラブ体操いきいきクラブ体操
佐賀市老連女性部長



佐 賀 市 老 連 第110号（12）令和8年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

マイナ救急について　
令和7年10月1日より運用が始まりました！

 119番通報で駆けつけた救急隊員は、搬送されるご本人のお名前や生年月日等の基本的な情報の
ほか、かかりつけの病院やこれまで服用しているお薬などの様々な情報の聞き取りを行っています。
 これらの情報は、搬送する病院の決定や救急車内での処置、病院到着後にすぐに治療を始めるた
めの準備などに役立てられており、ご本人の命を守るために欠かせない情報となっております。
 一方で、病気や怪我で苦しむご本人や、気が動転しているご家族の方から、これらの情報を正確
にお伝えいただくことは、場合によっては困難なこともあります。
 マイナ救急では、救急隊員がご本人のマイナ保険証を活用し、傷病者が過去に受診した病院や処
方されたお薬などの医療情報を閲覧します。ご本人や付き添われるご家族の方の負担を軽くすると
ともに、傷病者の方がより適切な処置を受けるのに活用します。

搬送先病院で治療の事
前準備ができる

円滑な搬送先病院の選
定や適切な処置が実施
できる

自分の病歴や飲んでいる
薬を救急隊に正確に伝え
ることができる

マイナ救急の流れ 〜マイナ救急保険証を活用することで期待されるメリットの一例〜



佐 賀 市 老 連（13）第110号 令和8年2月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

診療 / お薬の情報
医療機関を受診した際の過去の
診療情報および医療機関で投与
されたお薬や薬局等で受け取っ
た過去のお薬の情報です。

※�薬剤情報には注射・点滴等も
含みます。

お薬の情報
医療機関で投与されたお薬や薬
局等で受け取った過去のお薬の
情報です。

特定健診の情報
40 歳から 74 歳までの方を対
象に、メタボリックシンドロー
ムに着目して行われる健診結果
の情報です。
※ �75歳以上の方の健診情報は、
後期高齢者健診情報です。

マイナ保険証で参照可能な情報

救急隊員に、マイナンバーを見られても大丈夫なの？
マイナンバーは行政が個人を特定するために使用するもので、マイナンバーを使用する際は顔写真付
本人確認書類などによる本人確認が必要です。このため、マイナンバーを知られたというだけで、個
人情報が漏れたりすることはなく、何かに悪用することは困難です。また、マイナ救急では、12桁
のマイナンバーは使用しません。

よくある質問

救急現場でご協力いただきたいこと

マイナンバーカードを所有し、かつ、健康保険証の利用登録が完了している必要があります。

マイナ救急にて医療情報を活用するために必要な準備

マイナンバーカードを
救急隊へ提示する

救急隊が医療情報を閲覧することについて
口頭にて同意していただく



佐 賀 市 老 連 第110号（14）令和8年2月

　

私
達
夫
婦
は
昭
和
、
平
成
、
令
和
と

波
瀾
万
丈
時
代
を
乗
り
越
え
今
年
二
人

共
九
十
歳
時
代
を
迎
え
た
。
残
り
の
人

生
を
健
康
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
工
夫
し
な

が
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
運
動

不
足
解
消
法
を
考
え
て
い
ま
す
。
町
内

外
会
の
行
事
に
で
き
る
だ
け
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
毎
週
の
元
気
ア
ッ

プ
教
室
活
動
で
は
脳
ト
レ
や
筋
ト
レ
な

ど
し
て
健
康
増
進
に
努
め
、
又
天
気
が

良
い
日
は
散
歩
を
し
、
心
も
体
も
健
康

に
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
寿
命

が
百
年
時
代
に
突
入
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
達
夫
婦
も
九
十
歳
時
代
に
入
っ
て

か
ら
は
、
一
年
一
年
を
好
き
な
こ
と

を
十
分
に
楽
し
み
な
が
ら
余
生
を
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
で
も
年
を
重
ね
る
度

に
、
少
し
ず
つ
体
カ
・
気
力
が
衰
え
て

く
る
の
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
は
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
、

天
気
の
良
い
日
は
二
人
で
町
内
を
散
歩

し
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
味
わ
い
、

生
き
て
い
る
事
へ
の
有
難
さ
を
感
じ
、

こ
れ
ま
で
の
思
い
出
を
語
り
合
い
な
が

ら
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
ひ
と
時
が
続
く

こ
と
を
願
い
な
が
ら
二
人
の
時
間
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

高
齢
で
自
動
車
運
転
免
許
証
を
返
納

し
、
バ
ス
や
自
転
車
な
ど
で
ス
ー
パ
ー

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
ヘ
行
っ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
は
車
で
の
移
動
を
し
て

い
た
私
に
と
っ
て
数
年
ぶ
り
に
乗
る
バ

ス
や
自
転
車
も
ま
た
新
鮮
で
楽
し
み
の

一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
私
達
夫
婦
に
は

有
り
難
い
事
に
、
子
供
達
と
孫
、
曾
孫

合
わ
せ
て
十
四
人
で
大
家
族
に
な
り
ま

し
た
。
時
々
休
み
の
日
は
私
達
の
好
き

な
お
菓
子
や
果
物
を
ぶ
ら
下
げ
て
遊
び

に
来
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
可
愛
い
曾
孫
達
は
色
々
得
意

な
芸
や
、
た
ど
た
ど
し
い
言
葉
で
、
ひ

い
爺
や
ひ
い
婆
を
癒
や
し
て
く
れ
ま

す
。
い
つ
も
遊
ん
で
や
っ
て
い
る
つ
も

り
が
、
い
つ
の
ま
に
か
遊
ば
れ
て
る
次

第
で
す
。
私
達
夫
婦
に
と
っ
て
孫
・
曾

孫
が
、
大
き
な
宝
物
で
す
。
こ
こ
ま
で

生
き
て
こ
れ
た
の
も
、
健
康
に
生
ん
で

く
れ
て
一
生
懸
命
に
育
て
て
く
れ
た
両

親
、
ま
た
苦
楽
を
共
に
歩
ん
で
く
れ
た

妻
、
そ
し
て
今
ま
で
関
わ
っ
て
く
れ
た

沢
山
の
方
々
の
お
蔭
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
百
歳
と
い
う
大
き
な
目

標
を
目
指
し
て
夫
婦
共
々
、
た
く
さ
ん

の
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、
明
日
も

次
の
日
も
元
気
で
楽
し
く
、
親
か
ら
頂

い
た
大
事
な
命
を
大
切

に
、
周
り
の
方
々
に
も 

感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち

楽
し
く
過
ご
し
て
い
き

ま
す
。

日
の
丸
会(

町
西)

　
山
田
　
末
男
（
91
）

親
か
ら
も
ら
っ
た
命

　

久
保
田
の
地
に
生
を
受
け
て
何
時

の
間
に
か
八
十
歳
を
超
え
、
謡
曲
の

縁
で
結
婚
も
で
き
、
金
婚
式
も
過
ぎ

ま
し
た
。
常
に
移
り
変
っ
て
い
る
人

の
世
の
速
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　

若
い
頃
か
ら
習
い
事
と
し
て
、
謡

曲
観
世
流
梅
若
、
居
合
道
古
流
の
土

佐
藩
に
代
々
伝
わ
っ
て
き
た
、
無
双

直
伝
英
信
流
居
合
と
全
日
本
剣
道
連

盟
制
定
居
合
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

生
来
不
器
用
な
た
ち
で
な
か
な
か
上

達
し
ま
せ
ん
。

　

居
合
道
の
古
流
の
業
は
、
正
座
の
部

十
一
本
、
立
膝
の
部
十
本
、
奥
居
合

居
業
の
部
八
本
、
奥
居
合
立
業
の
部

十
一
本
、
番
外
の
部
三
本
の
計
四
十
三

本
、
全
剣
連
制
定
居
合
は
十
二
本
の

構
成
で
す
。

　

近
年
今
更
な
が
ら
、
一
番
大
事
な

基
本
の
部
分
が
不
充
分
の
感
が
あ
り
、

確
り
と
身
に
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
先
ず
は
、
丹
田
（
ヘ
そ
の
下
の

腹
部
）
に
意
識
を
集
中
し
て
行
う
腹

式
呼
吸
で
す
。

　

謡
で
声
を
出
す
こ
と
も
居
合
の
業

を
行
う
こ
と
も
、
足
を
組
ん
で
座
し

て
い
る
時
の
呼
吸
と
関
連
し
て
い
ま

す
。

　

居
合
で
言
え
ば
、
肩
腕
の
力
を
抜

き
、
吐
く
息
に
乗
せ
て
指
の
握
り
を

正
し
く
刀
を
使
え
ば
威
力
の
あ
る
業

に
な
り
ま
す
。
毎
日
の
普
段
の
行
動

を
呼
吸
に
合
わ
せ
な
が
ら
行
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
が
難
し
い
で
す
。
理

想
を
言
え
ば
、
何
事
も
無
意
識
の
う

ち
に
身
体
が
反
応
し
て
動
け
る
状
態

に
な
れ
ば
良
い
の
で
す
が
。

　

居
合
道
の
歌
に
、「
居
合
と
は
人
に

斬
ら
れ
ず
人
斬
ら
ず
己
を
修
め
て
平

ら
か
な
道
」
と
言
う
古
人
の
も
の
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
終
生
努
め
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

竜
宮
会(

中
装) 
阿
南
　
宗
博
（
81
）

吸
う
息
　
吐
く
息

久
保
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

令
和
７
年
度
生
き
生
き
元
気
文
芸
集
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佐
賀
新
聞
金
婚
さ
ん
表
彰
に
出
席

し
ま
し
た
。
連
れ
合
い
は
「
洋
服
は

何
を
着
て
行
こ
う
か
」
と
数
日
前
か

ら
そ
わ
そ
わ
し
、
落
ち
着
か
な
い
様

子
で
し
た
。

　

当
日
は
１
時
間
前
に
会
場
で
あ
る

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
に
着
き
ま
し
た
。
待

合
の
ロ
ビ
ー
に
は
も
う
何
組
か
の
夫

婦
が
来
て
お
り
、
午
前
10
時
か
ら
の

開
場
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
、
佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
が
、
佐
賀
市
文
化
会
館
で
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
、
来
賓
の

方
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
個
人
、
団
体
へ
の
表
彰
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
の
会
員
に
よ
る
演
芸
大
会

の
始
ま
り
で
す
。

　

少
人
数
の
踊
り
、
大
勢
で
の
コ
ー

ラ
ス
や
マ
ス
ゲ
ー
ム
、
寸
劇
な
ど
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
も
の
ば
か
り
で
す
。

定
刻
に
な
り
指
定
さ
れ
た
席
は
大
半

が
埋
ま
り
、
舞
台
中
央
の
演
台
横
に

は
美
し
い
花
が
飾
ら
れ
、
表
彰
式
に

ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て

い
ま
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
の
あ
と
祝
吟
が
披
露
さ

れ
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
中
尾
清
一

郎
社
長
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
表

彰
状
贈
呈
は
壇
上
で
、
中
尾
社
長
か

ら
直
接
各
夫
婦
に
手
渡
し
さ
れ
、
丁

寧
に
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

手
元
の
表
彰
状
を
見
て
み
る
と
、

夫
婦
の
名
前
が
書
か
れ
て
お
り
、「
ご

夫
婦
は
互
い
に
よ
き
伴
侶
と
し
て
50

年
の
長
き
に
わ
た
り
相
携
え
て
世
の

苦
楽
を
共
に
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
偉
業
に
対
し
深
い
敬
意
を
さ
さ

げ
金
婚
を
祝
福
し
こ
こ
に
表
彰
し
ま

す
」
と
あ
り
ま
す
。

　
「
50
年
の
永
き
に
わ
た
り
相
携
え

て
」
の
文
言
の
所
で
、喜
び
や
悲
し
み
、

楽
し
か
っ
た
こ
と
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と

腰
は
少
し
曲
が
り
、
歩
く
の
は
ゆ
っ

く
り
で
も
、
舞
台
に
上
れ
ば
イ
キ
イ

キ
と
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
そ
う
で
す
。

高
齢
者
に
は
、
新
し
い
こ
と
を
覚
え

る
の
は
大
変
で
す
。
一
生
懸
命
に
練

習
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
出
番
は
午
後
の
部
の
4

番
目
。
例
年
、
女
性
ば
か
り
で
踊
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
男
性
４
人
、

女
性
８
人
で
の
参
加
で
す
。
出
し
物

は
８
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
を
し
の
び
、「
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
の
手
話
コ
ー

ラ
ス
を
披
露
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
手
話
を
本
格
的
に
で
き

る
人
は
な
く
、
教
本
と
に
ら
め
っ
こ

の
練
習
で
す
。
自
主
練
も
頑
張
り
ま

し
た
。
い
よ
い
よ
本
番
。
間
違
っ
て

も
い
い
か
ら
動
作
は
大
き
く
笑
顔
で

楽
し
も
う
と
、
円
陣
を
組
み
気
合
を

入
れ
、
い
ざ
舞
台
へ
。
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。

　
「
楽
し
か
っ
た
」「
こ
ん
な
に
良
い

舞
台
に
立
て
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
今

日
は
間
違
え
ん
か
っ
た
よ
」
と
、
達

成
感
が
あ
ふ
れ
た
言
葉
を
聞
き
、
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。「
良
か
っ
た
よ
」
と
言

葉
を
か
け
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
頑

張
っ
て
練
習
し
た
か
い
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
高
齢
者
が
パ
ワ
ー
全
開

で
演
技
し
て
る
姿
を
会
員
の
方
、
家

族
の
方
、
知
り
合
い
の
方
な
ど
、
も
っ

と
大
勢
の
方
に
見
て
ほ
し
い
で
す
。

　

天
国
の
古
賀
会
長
、
手
話
コ
ー
ラ

ス
は
聞
こ
え
ま
し
た
か
。
会
長
の
遺

志
を
引
き
継
ぎ
、
役
員
一
同
仲
良
く

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

令
和
7
年
11
月
25
日

�

佐
賀
新
聞
ひ
ろ
ば
読
者
の
声
掲
載

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
走
馬

灯
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
、
一
瞬
目

頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
金
び
ょ
う

ぶ
を
背
に
し
て
の
写
真
撮
影
は
め
っ

た
に
な
い
こ
と
で
し
た
。
少
し
緊
張

し
ま
し
た
。

　

こ
の
先
も
お
互
い
が
健
康
で
、
エ

メ
ラ
ル
ド
婚
（
55
周
年
）、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
（
60
周
年
）、
ブ
ル
ー
ス
タ
ー

サ
フ
ァ
イ
ア
婚
（
65
周
年
）
と
重
ね

て
い
き
た
い
で
す
。

令
和
7
年
12
月
13
日

�

佐
賀
新
聞
ひ
ろ
ば
読
者
の
声
掲
載

川
副
町
　
北
村
　
三
枝
子
（
75
）

天
国
の
会
長
、聞
こ
え
ま
し
た
か

川
副
町
　
北
古
賀
　
正
昭
（
77
）

金
婚
さ
ん
表
彰
万
歳
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
で
広
が
る
地
域
の
絆

新栄校区老連
会長
陣内　修

新　栄①
交
通
安
全
運
動
に
率
先
参
加

　

佐
賀
県
で
行
わ
れ
る
年
４
回
の
交

通
安
全
運
動
に
、
校
区
老
連
と
し
て

積
極
的
に
参
加
。
特
に
小
学
校
児
童

の
登
校
に
合
わ
せ
て
、
期
間
中
に
各

単
位
ク
ラ
ブ
が
、
計
画
的
に
立
ち
番

を
す
る
よ
う
協
議
、
実
行
に
移
し
て

い
る
。

　

令
和
７
年
の
実
績
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
春
（
４
月
６
日
～
４
月
15
日
）

　

６
単
位
ク
ラ
ブ

　

延
参
加
人
員
１
３
７
人

◆
夏
（
７
月
10
日
～
７
月
19
日
）

　

６
単
位
ク
ラ
ブ

　

延
参
加
人
員
１
３
４
人 

◆
秋
（
９
月
21
日
～
９
月
29
日
）

　

６
単
位
ク
ラ
ブ

　

延
参
加
人
員
１
２
７
人 

◆
冬
（
12
月
11
日
～
12
月
20
日
）

　

参
加
を
決
定
し
て
い
る

　

各
期
間
終
了
後
、
安
心
安
全
部
長

よ
り
参
加
人
員
の
報
告
を
受
け
、
集

計
し
て
い
る
。

②
敬
老
祝
賀
会
で
「
出
し
物
」
上
演

　

新
栄
校
区
自
治
会
連
合
会
主
催
の

敬
老
祝
賀
会
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
今
年
度
も
９
月
27
日
に
、
校
区

内
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
、
３
０
０

人
以
上
の
出
席
者
の
な
か
に
ぎ
や
か

に
催
さ
れ
た
。

　

３
年
前
か
ら
、
自
治
会
連
合
会
と

協
議
し
て
、「
出
し
物
」
を
上
演
す
る

こ
と
に
し
た
。
令
和
４
年
で
は
「
サ

ザ
エ
さ
ん
」、
令
和
５
年
は
「
銀
座
カ

ン
カ
ン
娘
」、
そ
し
て
今
年
度
は
「
大

阪
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
喜
ば
れ

て
い
る
。
ま
た
、
新
栄
公
民
館
の
文

化
祭
に
も
出
演
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

「
名
」
を
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

③
社
会
奉
仕
の
日
の
事
業

　

新
栄
校
区
老
連
で
は
、
毎
年
町
区

内
の
生
活
道
路
周
辺
の
放
置
ゴ
ミ
の

収
集
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度
は
９

月
21
日
に
各
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
員
が

居
住
す
る
町
内
を
作
業
の
場
と
し
て

会
員
43
人
が
参
加
。
ち
ょ
う
ど
公
民

館
で
合
宿
体
験
学
習
を
し
て
い
た
小

学
校
高
学
年
の
児
童
21
名
も
ゴ
ミ
収

集
に
参
加
し
、
そ
の
ゴ
ミ
を
公
民
館

に
持
ち
寄
り
そ
の
後
、
佐
賀
市
職
員

に
よ
る
「
ゴ
ミ
分
別
」
の
講
話
を
聴
き
、

分
別
を
実
習
し
た
。
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
作
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

の
接
待
も
あ
り
、
校
区
老
連
・
小
学
校
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
公
民
館
の
４

者
が
連
帯
し
た
笑
顔
の
「
社
会
奉
仕

の
日
」
の
一
日
と
な
っ
て
い
る
。

④
第
12
回
教
養
講
座
の
開
催

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
講
座
で
す
が
、

特
徴
と
し
て
、
２
０
２
０
年
か
ら
外

国
の
方
よ
り
母
国
の
国
情
等
を
講
演

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ベ

ト
ナ
ム
（
２
回
）、
ペ
ナ
ン
共
和
国
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
そ
し

て
今
回
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
方
に
講

演
を
依
頼
し
た
。

　

12
月
５
日
の
午

前
中
に
公
民
館
で

開
催
し
50
名
ほ
ど

が
参
加
。
１
部
で

佐
賀
市
高
齢
福
祉

課
の
出
前
講
座
「
脳

活
大
作
戦
」
を
拝

聴
し
、
２
部
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国

情
を
佐
賀
市
在
住
の
ニ
マ
ス
さ
ん
（
女

性
）
に
お
話
し
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

講
師
は
、
佐
賀
県
国
際
交
流
協
会

と
協
議
し
て
選
ん
で
い
る
。
少
し
で

も
国
際
親
善
に
役
立
て
ば
と
思
い
、

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

　

直
近
の
行
事
を
４
件
、
簡
単
に
紹

介
し
た
が
、
会
員
減
少
、
役
員
の
な

り
手
の
不
足
、
会
員
の
高
齢
化
な
ど

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
こ

は
会
員
の
要
望
に
も
耳
を
傾
け
、
地

に
足
を
つ
け
行
事
を
続
け
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
状
況
を
地
域
に
も
広
報

し
、
自
治
会
や
他
の
団
体
と
も
連
携

し
、
忍
耐
強
く
活
動
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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第
54
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、

令
和
７
年
11
月
５
日
、
６
日
の
２
日

間
、
茨
城
県
水
戸
市
、
水
戸
市
民
会

館
で
１
２
０
０
名
が
全
国
か
ら
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
か
ら
は
、
峯
佐
賀
県
老
連

会
長
を
は
じ
め
、
中
部
・
東
部
・
北

部
か
ら
合
わ
せ
て
、
8
名
が
出
席
、

そ
の
中
の
一
員
と
し
て
私
も
参
加
し

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

１
日
目
は
老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組

ん
だ
、
地
域
高
齢
者
の
た
め
の
活
動

の
実
践
報
告
を
、
茨
城
県
・
大
分
県
・

岩
手
県
の
各
代
表
が
動
画
を
使
い
な

が
ら
発
表
し
、
こ
れ
に
対
し
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
金
井
敏
氏
（
元
大

学
教
授
）
が
専
門
的
な
立
場
か
ら
ま

と
め
締
め
く
く
り
、
称
賛
の
拍
手
が

送
ら
れ
1
日
目
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
名
字
研
究
家
の
高
信
幸

男
氏
に
よ
る
「
あ
な
た
の
知
ら
な
い
名

字
の
世
界
」
と
題
し
た
講
演
で
、
会
場

の
興
味
を
そ
そ
り
、
そ
の
後
、
式
典
に

移
り
、
村
木
厚
子
全
老
連
会
長
の
あ
い

さ
つ
等
の
後
、
全
老
連
会
長
表
彰
が
行

わ
れ
、「
育
成
功
労
表
彰
」
に
私
、
青

木
も
名
を
連
ね
、
身
の
引
き
し
ま
る
思

い
に
か
ら
れ
ま
し
た
。

　

残
念
だ
っ
た
の
は
、
佐
賀
県
老
連

会
長
（
佐
賀
市
老
連
会
長
兼
務
）
の

古
賀
一
彦
氏
が
８
月
20
日
に
急
逝
さ

れ
、
佐
賀
県
か
ら
私
と
二
人
が
出
席

し
て
の
受
彰
の
は
ず
が
叶
わ
な
か
っ

た
の
が
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

表
彰
は
こ
の
他
、
５
つ
の
部
門
で

行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
大
臣
・
茨
城
県
知
事
・

水
戸
市
長
の
祝
辞
も
あ
り
、
大
会
宣

言
が
採
択
さ
れ
、
次
回
大
会
の
鳥
取

県
老
連
の
会
長
あ
い
さ
つ
で
２
日
間

の
全
国
大
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
出
席
し
、
身
に
余
る
表

彰
を
受
け
、
佐
賀
県
老
連
・
佐
賀
市

老
連
の
関
係
者
の
皆
様
お
よ
び
会
員

の
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
私
な
り
に
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
報
告

�
育
成
功
労
表
彰
を
受
彰

新
栄
校
区
老
連

�
顧
問
　
青
木
　
昭
生

新　栄

　

茨
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
坂
本
鉄
夫
会
長
）
が
全
老
連
と

の
共
催
で
11
月
５
日
、
６
日
、
水

戸
市
民
会
館
に
て
「
第
54
回
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
を
開
き
、

会
員
な
ど
約
１
２
０
０
名
が
明

る
く
活
力
あ
る
長
寿
社
会
に
向

け
、
さ
ら
な
る
躍
進
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
全
国
の
各
老
人

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

�

茨
城
県
水
戸
市
で
開
催

ク
ラ
ブ
会
員
が
集
ま
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
の
一
層
の
発
展
を

図
る
た
め
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

11
月
５
日
の
活
動
発
表
で
は
、

「
老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
む
地
域

高
齢
者
の
た
め
の
活
動
―
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
―
」

を
テ
ー
マ
に
茨
城
県
、
大
分
県
、

岩
手
県
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
か
ら

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
団
体

も
、
自
分
た
ち
が
地
域
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
、
地
域
で
で
き
る
居

場
所
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
こ
と

で
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

11
月
6
日
は
、
名
字
研
究
家
の

高
信
幸
男
氏
に
よ
る
「
あ
な
た

の
知
ら
な
い
名
字
の
世
界
」
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
、
式
典
で
は
、

全
国
で
２
０
６
名
、
１
０
８
団

体
が
表
彰
さ
れ
、
代
表
者
が
村

木
厚
子
全
老
連
会
長
か
ら
賞
状

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
次
回
大
会
開
催
地

で
あ
る
鳥
取
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
岡
森
裕
会
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
盛
会
裏
に
大
会
が

終
了
し
ま
し
た
。
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地
域
の
絆
を

�
大
切
に
継
続
し
た
い

巨
勢
校
区
老
連

庶
務
・
高
尾
小
路
支
部
長

�

池
田
　
俊
明

巨　勢

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

巨
勢
校
区
老
連
は
、
５
つ
の
ク
ラ
ブ

が
あ
り
ま
す
。
助
成
金
の
関
係
で
各
ク

ラ
ブ
は
複
数
の
町
区
を
ま
と
め
た
り
、

分
割
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

度
か
ら
ク
ラ
ブ
が
２
つ
減
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
会
員
数
も
2
7
1
名
か
ら

2
0
6
名
と
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
が
減
っ
た
理
由
は
、
役
員
の
な

り
手
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

確
か
に
ク
ラ
ブ
を
構
成
す
る
た
め
に
は
、

会
長
、
副
会
長
、
会
計
・
庶
務
、
体
育

部
長
、
女
性
部
長
、
交
通
指
導
員
、
友

愛
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
役
員
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
活
動
が

少
な
い
も
の
も
あ

り
、
名
簿
上
必
要

な
役
員
も
あ
り
ま

す
。
脱
退
し
た
ク

ラ
ブ
の
会
員
の
中

に
は
老
人
ク
ラ
ブ

に
残
り
た
い
と
い

う
方
も
い
ま
し
た

が
、
配
布
物
の
問

題
・
参
加
申
込
み

受
付
・
単
位
自
治
会
か
ら
の
助
成
金
問

題
な
ど
が
あ
り
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

組
織
と
し
て
も
っ
と
柔
軟
に
対
応
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
町
区
の
支
部
長
と
校
区
老
連
の

庶
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
庶
務
と
し

て
の
役
割
は
総
会
資
料
作
り
、
毎
月
の

会
報
作
り
、
行
事
案
内
の
チ
ラ
シ
作
り

の
手
伝
い
な
ど
で
す
。
担
当
に
な
っ
て

か
ら
会
報
に
シ
ル
バ
ー
川
柳
を
載
せ
る

よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
会
員
の
方
か
ら

「
川
柳
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」と
言
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
度
か
ら
は
、
会
報
を
各
町
区
で
回
覧

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、
加
入
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す

が
効
果
の
程
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

会
員
の
減
少
が
課
題
と
い
わ
れ
る
老

人
ク
ラ
ブ
で
す
が
、
個
人
の
意
見
と
し

て
、
会
員
を
増
や
す
ポ
イ
ン
ト
は
、
単

位
ク
ラ
ブ
や
支
部
の
活
性
化
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
が

重
要
で
す
。

「
声
掛
け
・
勧
誘
」

　

自
分
か
ら
加
入
す
る
人
は
、
ま
ず
い

な
い
で
し
ょ
う
。
継
続
し
て
辛
抱
強
く

誘
い
ま
し
ょ
う
。
加
入
す
る
前
の
お
試

し
参
加
も
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

「
活
動
の
多
様
化
」

　

人
に
よ
っ
て
好
き
な
こ
と
、
得
意
な

こ
と
は
違
っ
て
い
ま
す
。グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
教
室
（
ス
マ
ホ
・

健
康
・
体
操
教
室
な
ど
）、美
術
館
巡
り
、

バ
ス
ハ
イ
ク
、
お
花
見
、
ゲ
ー
ム
や
食

事
会
な
ど
、
皆
さ
ん
の
意
見
も
取
り
入

れ
ま
し
ょ
う
。
佐
賀
市
の
出
前
講
座
も

勉
強
に
な
り
ま
す
。

「
活
動
費
」

　

支
部
で
活
動
費
を
徴
収
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
会
員
か
ら
も
ら
う

活
動
費
の
他
に
、
自
治
会
へ
助
成
金
の

お
願
い
も
し
た
い
も
の
で
す
。
予
算
が

あ
れ
ば
お
土
産
を
購
入
で
き
ま
す
。
近

所
の
農
家
か
ら
分
け
て
も
ら
っ
た
季
節

の
野
菜
の
提
供
も
喜
ば
れ
ま
す
。

　

亡
き
母
親
も
お
世
話
に
な
っ
た
地
域

の
老
人
ク
ラ
ブ
で
す
。
地
域
の
絆
を
大

切
に
し
て
、
安
心
で
き
る
組
織
と
し
て

継
続
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
7
年
度
の
佐
賀
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
が
10
月
30
日
～
11
月

3
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
嘉

瀬
地
区
の
各
種
団
体
（
嘉
瀬
校

区
老
連
も
含
む
）
が
今
回
も
嘉

瀬
か
か
し
祭
り
を
開
催
し
、
多

く
の
か
か
し
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
大
阪
・
関
西
万
博
の

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
模
し
た

か
か
し
や
、
人
気
ア
ニ
メ
「
ス

ラ
ム
ダ
ン
ク
」
の
ゴ
ー
ル
シ
ー

ン
な
ど
約
80
体
が
来
場
者
を
迎

え
ま
し
た
。

嘉瀬校区老人クラブ連合会
今年もバルーン大会がやってきた 校校

区区

活活

動動

紹紹

介介
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「
老
人
パ
ワ
ー
全
開
」

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
幕

蓮池校区老連
会長

山口　泰夫

蓮　池
　

蓮
池
の
人
口
は
１
６
０
０
名
余
り
、

世
帯
数
７
２
０
戸
強
と
い
う
小
さ
な
校

区
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
に
か
け
る
思
い
は
格
別
な
も
の
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　

町
民
全
体
が
集
う
大
会
は
町
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
と
、
こ
の
高
齢
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
2
回
で
す
。特
筆
す
べ
き
は
、

出
場
選
手
が
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
だ
け
で

は
な
い
こ
と
で
す
。

　

選
手
を
選
ぶ
際
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
は
97
名
、
会
員
以
外
の
高
齢
者

は
各
町
区
の
自
治
会
長
に
協
力
を
依
頼

し
、
そ
れ
ぞ
れ
３
名
程
度
の
参
加
と
し

て
も
ら
い
、
総
数
１
３
４
名
の
参
加
者

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
高

齢
者
部
会
や
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら
天
候

に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
に
芙
蓉
校
の
体

育
館
を
借
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
も
含
め
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
大
会
は
、
開
会
式
の
中
で
の
最

高
齢
者
男
女
参
加
記
念
品
贈
呈
か
ら
競

技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
競
技
も
規
模
と
し
て
は
小

さ
い
で
す
が
、
老
連
会
員
と
そ
う
で
な

い
高
齢
者
が
と
も
に
笑
い
な
が
ら
喜
び

合
い
、
失
敗
し
て
悔
し
が
る
姿
を
見
て

い
る
と
高
齢
者
が
会
員
で
あ
ろ
う
が
な

か
ろ
う
が
関
係
な
い
よ
う
で
す
。
皆
が

笑
顔
で
手
を
取
り
合
っ
て
、
最
後
の
種

目
で
あ
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
リ
レ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

新
規
会
員
募
集
の
話
を
し
て
い
る
と

「
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
る
暇
が
な
い
」
と

か
「
役
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

等
の
理
由
で
断
る
方
が
よ
く
い
ま
す

が
、
こ
ん
な
に
楽
し
く
元
気
に
な
れ
る

活
動
も
あ
る
の
で
会
員
募
集
に
も
よ
り

力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
年
々
会
員
数
が
減
少
し
て

い
る
今
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
活
動
を

考
え
出
す
こ
と
が
最
も
重
要
な
課
題
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　佐賀県江北町は、町営タクシーの運行を令和８年４月から始めると発表した。運転免許証や車
を持たない町内在住の 65歳以上の高齢者が対象。
　町によると、昨年８月、町の老人クラブ連合会から高齢者の移動手段の確保を求める嘆願書が
提出されていた。また、町が運行する循環バスのルートから外れた地域で暮らす住民からも要望
がきていたという。
　高齢者が乗り降りしやすいようにスライドドア付きの軽乗用車２台をリースし、運転は複数の個
人に業務委託するという。運行範囲は町内に限り、平日は午前９時～午後４時、土曜日は午前９時
～正午（祝日、日曜日、年末年始は運休）。利用料金は国が認める無償運送の実費相当分で１回100
円とした。１人当たり原則月８回の利用制限を設けており、事前の利用登録と電話予約が必要になる。

《佐賀県江北町》車を持たない町内在住の高齢者を対象
「１回100円で運行」町営タクシー
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「
故
古
賀
一
彦
会
長
」の

あ
と
を
受
継
ぎ
何
と
か

頑
張
っ
て
い
ま
す
‼西川副校区老連

会長
田中　信

西川副

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

西
川
副
校
区
は
、
西
に
は
有
明
海
ま

で
延
び
る
八
田
江
が
流
れ
、
縦
に
長

い
、
農
業
と
漁
業
が
盛
ん
な
地
域
で

す
。
校
区
北
端
に
は
、
農
業
試
験
場
と

佐
賀
県
農
業
大
学
校
が
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
急
逝
さ
れ
た
古
賀
一

彦
会
長
の
あ
と
を
引
き
継
い
で
西
老

連
会
員
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
微
力
な
が
ら
会
長
と
し
て
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
活
動
の
取
り
組
み

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、『
西
川
副
小
学
校
児
童
と
花

壇
の
花
植
え
』
で
す
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
６
月
と
10
月
に
西
小

３
年
生
・
自
治
会
長
会
・
西
老
連
、
３

者
協
働
で
実
施
し
、
６
月
ま
で
は
故

古
賀
会
長
も
「
花
植
え
楽
し
か
っ
た

人
？
」、
児
童
「
は
ー
い
」
と
、
元
気

に
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

偲
ば
れ
ま
す
。
自
治
会
長
の
植
付
け
指

導
の
あ
と
、
一
斉
に
移
植
ゴ
テ
（
こ
の

移
植
ゴ
テ
は
西
老
連
が
寄
贈
し
た
も

の
）
を
手
に
、
わ
れ
わ
れ
役
員
た
ち
と

と
も
に
ビ
オ
ラ
な
ど
６
種
類
の
苗
を

植
え
付
け
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
、
や

が
て
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
、
西
川
副

一
番
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
上
に
行

き
か
う
人
た
ち
の
目
を
引
き
、
地
域
の

方
々
か
ら
も
感
謝
さ
れ
ま
す
。
こ
の
活

動
を
通
し
、
将
来
を
担
う
児
童
た
ち
に

は
、
環
境
美
化
に
つ
い
て
学
ん
で
ほ
し

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、『
い
ご
て
だ
ま
大
会
』
で
す
。

　

こ
れ
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。
10
月
30
日
（
木
）
に
佐

賀
市
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
一
環
と

し
て
、
今
年
度
、
新
し
く
建
て
か
わ
っ

た
西
川
副
公
民
館
集
会
室
に
て
行
い
ま

し
た
。「
国
歌
斉
唱
」「
選
手
宣
誓
」
は

も
ち
ろ
ん
、
故
古
賀
会
長
な
ど
「
物
故

者
に
対
す
る
黙
祷
」
も
行
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
こ
の
佐
賀
市
高
齢
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
掲
げ
る
目
的
「
社
会
活
動
へ

の
参
加
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
」
の

と
お
り
、
最
高
年
齢
96
歳
を
筆
頭
に
、

92
歳
の
方
も
普
段
は
ま
っ
た
く
行
事
に

参
加
さ
れ
な
い
と
い
う
方
も
、
そ
し

て
、
私
ご
と
で
す
が
、
め
っ
た
に
外
出

な
ど
し
な
い
、
わ
が
家
の
細
君
も
参
加

し
て
く
れ
て
、
皆
さ
ん
か
ら
「
久
し
ぶ

り
に
会
え
て
良
か
っ
た
」
な
ど
と
懐
か

いごてだま大会

西川副小学校児童と
花壇の花植え

文芸大会と作品展
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『
金
丸
朗
人
ク
ラ
ブ
』久保田町老連

金寿会会長
大古場　和孝

久保田
　

私
が
久
保
田
町
金
丸
地
区
に
居
を

構
え
た
の
は
、
新
聞
広
告
で
見
た
分
譲

地
を
下
見
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
天
気
も

良
か
っ
た
た
め
か
、
遥
か
西
の
牛
津
の

山
と
八
幡
岳
に
沈
む
秋
の
夕
日
が
と

て
も
綺
麗
だ
っ
た
た
め
で
す
。
そ
の
足

で
ア
パ
ー
ト
へ
帰
っ
た
私
は
、
妻
へ
金

丸
に
家
を
建
て
る
と
決
め
た
理
由
を

告
げ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
仕
事
の
定
年
を

迎
え
る
頃
、
職
場
の
大
先
輩
が
私
の
職

場
を
訪
ね
て
来
ら
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ

の
加
入
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

聞
い
た
私
は
冗
談
と
思
い
「
ま
だ
60
で

す
よ
」
と
反
対
の
意
を
込
め
て
返
事
し

た
も
の
の
、
先
輩
の
言
葉
は
半
ば
命
令

で
あ
っ
た
た
め
「
は
い
、
わ
か
り
ま
し

た
」
と
返
事
す
る
し
か
な
く
、
金
丸

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
は
め
？
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
今
度
は
単
位
ク

ラ
ブ
の
会
長
職
が
ま
わ
っ
て
き
て
、
さ

ら
に
は
妻
に
も
校
区
婦
人
部
副
部
長

の
職
が
き
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。

　

会
長
に
な
っ
た
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る

新
参
者
で
、
地
区
の
歴
史
や
地
区
に
お

住
ま
い
の
旧
来
の
方
、
ま
た
新
し
く
転

入
し
て
き
た
方
な
ど
の
区
別
も
つ
か

な
い
ま
ま
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

し
か
し
、
数
年
も
た
つ
と
ク
ラ
ブ
の

中
に
溶
け
込
み
な
が
ら
皆
さ
ん
の
協

力
も
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
運
営
し

て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　

わ
が
ク
ラ
ブ
は
、「
金
寿
会
」
と
称

し
、
男
性
10
名
、
女
性
20
名
の
合
計
30

名
で
平
均
年
齢
は
77
歳
位
で
す
。
女
性

多
数
の
た
め
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
女
性

優
先
で
事
は
進
ん
で
い
ま
す
。

　

月
1
回
の
例
会
や
週
1
回
の
ダ
ン

ベ
ル
体
操
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後

は
ボ
ッ
チ
ャ
、
い
ご
て
だ
ま
、
ペ
タ
ン

ク
等
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
1
箱
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー

1
巻
、
茶
菓
子
の
残
り
な
ど
を
景
品
と

し
て
「
あ
ん
た
は
へ
た
く
そ
」「
も
う

少
し
右
」
等
の
か
け
声
で
ワ
イ
ワ
イ
、

キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と
笑
い
声
が
絶
え
ず
、

そ
の
せ
い
で
女
性
の
数
人
は
32
本
の

皺
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
朗
ら
か
な
人
た
ち
ば
か
り

の
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
名
を

「
朗
人
ク
ラ
ブ
」
に
変
え
た
い
と
提
案

し
た
と
こ
ろ
賛
同
を
得
た
た
め
、
わ
が

ク
ラ
ブ
内
で
は
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
「
朗
人
ク
ラ
ブ
」
の
会

員
数
も
他
ク
ラ
ブ
と
同
じ
く
、
会
員
の

死
亡
や
脱
退
よ
り
も
新
規
入
会
が
少

な
く
減
少
す
る
ば
か
り
で
す
。
地
区
の

総
会
や
集
ま
り
の
席
の
た
び
に
入
会

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

成
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
か
ど
う

か
い
い
知
恵
が
あ
れ
ば
拝
借
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

し
が
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
よ
う
で
し

た
。

　
「
い
ご
て
だ
ま
」
は
、
四
角
の
枠
に

入
り
そ
う
で
入
り
ま
せ
ん
。
綺
麗
に
５

個
並
ん
で
入
る
と
笑
顔
と
拍
手
が
湧
き

ま
し
た
。
４
コ
ー
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
優
勝

者
に
は
賞
品
を
渡
し
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
事
故
も
な
く
、
楽
し
ん

で
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
『
文
芸
大
会
と
作
品
展
』
で

す
。

　

令
和
６
年
度
ま
で
は
西
老
連
単
独

で
「
文
芸
大
会
と
作
品
展
」
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
諸
事
情
（
①
記

念
品
を
お
渡
し
で
き
る
余
財
が
な
い
、

②
新
し
く
建
て
か
わ
り
、
西
川
副
公
民

館
の
文
芸
大
会
と
作
品
展
を
両
立
す

る
に
は
ス
ペ
ー
ス
が
せ
ま
い
）
に
よ

り
、
今
年
度
か
ら
は
、
西
川
副
公
民
館

と
共
催
で
作
品
展
の
み
を
実
施
し
、
多

数
の
方
々
に
観
覧
い
た
だ
き
良
か
っ

た
で
す
。
皆
さ
ま
か
ら
「
文
芸
大
会
な

し
、
せ
～
ん
と
お
。
毎
年
、
楽
し
み
に

し
と
っ
た
と
け
～
」
と
、
残
念
が
る
お

声
も
届
き
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
、
や

る
と
し
た
ら
、
文
芸
大
会
と
作
品
展

は
、
別
々
の
日
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

一
年
間
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

今
後
も
、
長
年
、
培
わ
れ
て
き
た
故
古

賀
会
長
の
あ
と
を
受
け
継
ぎ
、
今
だ
か

ら
こ
そ
、
会
員
一
同
、
団
結
し
て
頑
張

ら
ね
ば
と
思
い
ま
す
。
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

交
流
を
力
に
地
域
を
支
援

赤松校区老連
会長

福井　章司

赤　松
　

赤
松
校
区
老
連
は
、
設
立
当
初
は
11

町
区
全
部
に
単
位
ク
ラ
ブ
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
が
、
時
間
と
と
も
に
町
区
の

事
情
に
よ
り
数
が
減
少
し
、
現
在
は
2

町
区
3
ク
ラ
ブ
の
み
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

1
月
に
は
単
位
ク
ラ
ブ
役
員
等
に
よ

る
新
年
役
員
会
を
行
い
、
年
間
計
画
の

確
認
と
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
3
カ
月

ご
と
の
会
員
誕
生
会
で
は
、
出
前
講
座

や
、
室
内
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
等
を
盛
り

込
ん
だ
研
修
・
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
く
最
近
の
誕
生
会
で
は
、
佐
賀
市

の
出
前
講
座
で
「
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
約
45
分

の
講
演
を
聞
い
た
後
、
数
人
か
ら
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
の
担
当
者
か
ら

の
答
え
に
再
質
問
を
す
る
方
も
お
ら

れ
、熱
心
な
講
座
受
講
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
各
自
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記

入
し
、
そ
の
後
は
会
員
相
互
の
交
流
会

に
な
り
ま
す
。「
今
回
の
テ
ー
マ
は
難

し
か
っ
た
、で
も
大
切
な
内
容
だ
っ
た
」

「
ま
た
資
料
を
読
み
返
そ
う
」
と
い
っ

た
話
が
出
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

受
講
し
た
内
容
は
「
ま
ち
な
か
の
カ
ラ

ス
対
策
」「
佐
賀
城
の
歴
史
」
ほ
か
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
9
月
20
日
前
後
に
は
、

社
会
奉
仕
の
一
環
と
し
て
、
朝
9
時
か

ら
地
域
公
民
館
の
草
刈
り
と
清
掃
を
1

時
間
半
ほ
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
天
候
の

悪
い
日
に
は
、
破
れ
て
状
態
が
ひ
ど

か
っ
た
公
民
館
の
障
子
張
り
を
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
の
取
り
組
み
は
、
赤
松
小

学
校
の
学
校
運
営
協
議
会
の
「
安
全
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
協
力
し
な
が
ら
、
で

き
る
範
囲
で
子
ど
も
の
登
下
校
時
の
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
赤
松
校

区
老
連
の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
は
「
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
の
活
動
に
も
参
加
し

て
お
り
、
元
気
ア
ッ
プ
活
動
や
学
び
の

活
動
、
さ
ら
に
は
校
区
全
体
の
「
鯱
の

門
祭
り
」
に
も
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
地
域
貢
献

の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北水老人クラブ誕生会北水老人クラブ誕生会

　

新
規
会
員
の
確
保
の
一
環
と
し
て
赤

松
校
区
が
行
っ
て
い
る
の
が
週
1
回
の

マ
ー
ジ
ャ
ン
部
会
の
活
動
で
す
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
は
、
趣
味
で
集
ま
っ
て
交
流

す
る
の
が
主
目
的
で
す
が
、
交
流
を
通

じ
て
、
こ
れ
ま
で
に
3
名
ほ
ど
が
新
規

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
活
動
は
、
最
近
で
は
婦

人
部
が
消
滅
し
、
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
も
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
赤
松
校
区

老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
様
々
な
形

で
地
域
活
動
の
盛
り
上
が
り
の
た
め
に

今
後
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

佐賀市老人クラブ連合会の

「愛称」を募集中！
　佐賀市老人クラブ連合会では、令和 7年 10 月か
ら 12 月にかけて老人クラブの名称変更について検
討を行ってきましたが、名称を変更したとしても会
員の増加は見込めないとのことで名称変更はせず
「愛称」を募集することになりました。

愛称検討委員会で審査の結果、採用された方には記
念品を贈呈いたします。多くのご応募をお待ちして
います！（下記の QR コードからもお申込み可能です）

お知らせ

《募集期間》
令和7年12月～令和8年3月31日（火）
応募制限はありません。親しみが持てる愛称を
お願いします。

《提出先》佐賀市老人クラブ連合会事務局
〒 849-0919
佐賀市兵庫北三丁目 8-36
佐賀市保健福祉会館ほほえみ館 3階
電話：0952-32-2561
FAX：0952-32-2565
メール：shirouren@car.ocn.ne.jp
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こ
の
た
び
は
「
佐
賀
市
老
連
だ
よ
り
」

の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の
掲
載
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　
佐
賀
市
老
連
だ
よ
り
も
第
1
1
0
号

と
な
り
ま
し
た
。
広
報
紙
は
で
き
る
だ
け

読
み
や
す
く
、
た
め
に
な
る
記
事
を
掲
載

し
、
い
か
に
す
れ
ば
効
果
が
あ
る
か
常
に

考
え
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
会
員
減
少
の
中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
楽

し
い
活
動
や
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
紹
介
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
会
員
が
増
え
な
い
理
由
と
し
て
「
老
人

ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
称
が
嫌
で
老
人
ク
ラ

ブ
に
入
ら
な
い
の
で
は
と
の
こ
と
で
、
名

称
変
更
に
つ
い
て
佐
賀
市
老
連
総
務
部
で

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
既
に
入
会
し
て
い

る
会
員
の
中
で
は
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
名

称
に
抵
抗
は
な
い
が
、
未
加
入
者
の
入
会

拒
否
の
理
由
と
し
て「
イ
メ
ー
ジ
が
悪
い
」

と
い
う
理
由
で
入
会
し
な
い
方
が
多
い
と

の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
楽
し
い
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
活

動
を
行
い
、
仲
間
づ
く
り
や
「
健
康
・
友

愛
・
奉
仕
」
の
三
大
運
動
で
地
域
に
根
づ

い
た
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

《問　題》
以下のクロスワードを解いてできる４文字の言葉

《応募方法》
　ハガキまたは FAX、電子メールにて、クイズの
回答、郵便番号、住所、氏名、老連だよりのご感
想、ご意見を書いてご応募ください。

《応募締切》令和 8 年 4 月末日

お問い合わせ
〒 849-0919
佐賀市兵庫北三丁目 8 番 36 号
佐賀市保健福祉会館ほほえみ館 3 階

佐賀市老人クラブ連合会
FAX 0952-32-2565
E-mail  shirouren@car.ocn.ne.jp

【第１問】とうもろこし  【第 2門】バナナ  【第 3門】ぶどう  【第 4門】にんにく  【第 5門】うどん
第109号の答え

前回号

クイズで楽しく

脳トレしましょう！

▶▶▶ヨコのカギ
  1. 父や母の女のきょうだい。
  4. 積み重なったもの。かさなり。
  6. 物事の終わり。しめくくり。
  9. 土俵の上で、相手をたおしたり、外に出したりすると勝ちになる競技。
10. 月と日。
12. いろいろなことをよく知っていること。また、よく知っている人。
14. 大気中の水蒸気が冷やされて水のしずくになって落ちてくるもの。
15. その次の日。あくる日。
17. 船や航空機で海外へ行くこと。
20. 金銭を一定期間貸したことに対する報酬。利息。
21. 川の上流。

▼▼▼タテのカギ
  2. 動植物などが奇怪な姿・形をして現れ出たもの。おばけ。妖怪。
  3. 周りの土地よりも大きく盛り上がっている所。
  5. 歌をうたう女。女性歌手。
  7. 正式ではないが、世間一般に通用している名称。通り名。
  8. 細長い棒状で断面が丸く、中が空になっているもの。
  9. 相撲を取ることを職業にする人。力士。
11. 空気の圧力。地面にかかる大気の重さ。
13. 地球の表面で、水におおわれていない部分。
16. 実際にあった話。
18. 背中としりの間のところ。
19. 集められた財貨・財産。経済的に価値のある資源。

クロスワードに挑戦！クロスワードに挑戦！
�二重マスの文字をA〜Dの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

C

D

A

B

提供元：クロスワード.jp提供元：クロスワード.jp

佐賀市老連だよりクイズ 次の問題を解いて
プレゼントをGETしよう！
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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

「佐賀市 老連だより 」この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

　

第
20
回
佐
賀
市
高
齢
者

趣
味
の
作
品
展
を
10
月
24

日
（
金
）
か
ら
10
月
29
日

（
水
）
ま
で
佐
賀
市
立
図
書

館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
か
ら
９
月
１

日
ま
で
を
出
展
申
込
み
期

間
と
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

は
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
を
通

じ
て
、
施
設
利
用
者
の
方
は

介
護
施
設
開
設
者
を
通
じ

て
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
般
の
方
の
出
展
数

を
増
や
す
た
め
、
佐
賀
市

報
（
７
月
15
日
号
）
で
告
知

を
し
た
り
、
佐
賀
市
を
通

じ
て
公
民
館
へ
出
展
の
要

請
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

７
月
31
日
付
の
佐
賀
新
聞

の
イ
ベ
ン
ト
告
知
欄
に
も

掲
載
し
、
事
前
の
周
知
を

十
分
に
行
い
ま
し
た
。

　

作
品
の
搬
入
は
10
月
22

日
の
11
時
か
ら
14
時
ま
で

と
し
、
15
時
よ
り
審
査
を

技
あ
り
作
品
に
感
動

技
あ
り
作
品
に
感
動

開
始
。
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・

努
力
賞
・
最
高
齢
者
賞
・
佐

賀
市
社
協
会
長
賞
・
佐
賀
市

老
連
会
長
賞
を
決
定
し
ま

し
た
。
23
日
に
作
品
の
展
示

作
業
を
行
い
、
31
日
に
は
表

彰
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

展
示
期
間
中
は
、
校
区

老
連
役
員
の
持
ち
回
り
で

監
視
作
業
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
今
年
度
も
多
く

の
作
品
が
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

第
20
回
高
齢
者
趣
味
の
作
品
展

（敬称略）受賞者一覧

最優秀賞　 　御厨　康司� 83歳
優秀賞　　 　古川　三枝子� 78歳
努力賞　　 　永目　昇　� 77歳
最高齢者賞 　江口　文明� 85歳

◆写真の部　出展数 13 点

最優秀賞　　 樋口　文千恵� 78歳
優秀賞　　　 山田　勢伊子� 72歳
　　　　　　 元村　江美子� 86歳
努力賞　　　 清水　真弓� 70歳
　　　　　　 塚原　浩子� 85歳
市老連会長賞 田中　信代� 78歳
最高齢者賞　 小柳　マサエ� 100歳

◆手芸の部　出展数 52 点

最優秀賞　 　久米　育枝� 77歳
優秀賞　　 　福光　敬子� 86歳
努力賞　　 　田中　千恵子 他7名�75歳
最高齢者賞 　青木　昭生� 93歳

◆絵手紙の部　出展数 17 点

最優秀賞　　 岸川　陽子　� 92歳
優秀賞　　　 増本　静子　� 86歳
努力賞　　　 藤瀬　英子　� 76歳
市社協会長賞 原　　克輝　� 85歳
最高齢者賞 　岸川　陽子　� 92歳

◆絵画の部　出展数 12 点

最優秀賞　 　大野　恭子� 68歳
優秀賞　　 　坂口　和子� 81歳
努力賞　　 　黒川　京子� 92歳
最高齢者賞 　池田　和子� 96歳

◆書の部　出展数 31 点

最優秀賞　 　鳥谷　信明� 88歳
優秀賞　　 　粟屋　茂� 74歳
努力賞　　 　北村　敏枝 他30名� 76歳
最高齢者賞 　古川　初彦� 93歳

◆工芸の部　出展数 9 点


